
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                    

  

                                                    

 

 

国際ロータリー 第2790地区 第13グループ 
 

松戸北ロータリークラブ会報 
WEEKLY  REPORT 

 

第2302回例会 2020年10月21日(水) 

■ 例 会 日 - 

■ 例 会 場 - 

■ 事 務 所 - 

■TEL/FAX- 

■Web/Mail- 

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30） 

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」      

松戸市八ヶ崎1-11-13 ｻﾝﾗｲｽﾞﾊｲﾂ101   

047-711-5950 / 047-711-5910   

www.rc2790-12.jp / kanji＠rc2790-12.jp 

■国際ロータリー会長 ボルガー・クナーク 

■第2790地区ガバナー      漆原 摂子 

■第13Gアシスタントガバナー  山田 正記 

■松戸北ロータリークラブ会長 三村 藤明 

■松戸北ロータリークラブ幹事 崎谷 延好 

2020-2021年度 

ロータリークラブに参加しよう 
地元の町や世界をより良くしたいと願うロータリーの120万人の会員は、世

界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むた

めに、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。 

https://www.rotary.org/ 
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＜第2301回 例会プログラム＞ 

                                                                                          司会 野澤 新之助 
  

  12:30    食事 例会開始時までに各自食事をとる  

  12:45       点鐘                          三村 藤明会長  

  12:47    お客様紹介                大川 隆永会長エレクト 

 12:50        会長挨拶・報告               三村 藤明会長 

          幹事報告                        崎谷 延好幹事  

 13:05    米山奨学生・卓話            江 思瑩（コウ シエイ） 

 13:25    【委員会報告】 

            ■社会奉仕委員会              柳 孝実 委員長 

            ■ニコニコ委員会                 吉田 俊一 委員長 

 13:30    点鐘                                      三村 藤明会長 

         臨時クラブ総会 

＜会長挨拶＞                                          三村 藤明 会長 
 

皆さん、こんにちは。  

たまに初冬のような日が混じるようになりました。コロナ禍と併せて健康に留意

しましょう。コロナの感染を防ぎながら生活していくためには、マスクをするこ

と、３密を避けること、手洗いをすること、そして「現在流通している他のワクチ

ンを積極的に打つこと」が良いそうです。というのも、ワクチンは特定のウイルス

のための免疫を得るだけでなく、それを働かせるための自然免疫を刺激する物質も

入っているそうです（大阪大学免疫学フロンティア研究センター招聘教授・宮坂真

之氏）。というわけで、私も昨日、インフルエンザの予防接種を受けてきました。 

 

さて、本日は、米山記念奨学生の江思瑩（コウ・シエイ）さんに、おいで頂いて

おります。江さんは、中国の江西省の出身で、現在は、千葉商科大学大学院の商学

研究科２年生として勉学に励んでおられます。また、随行者として、米山記念奨学

会の地区副委員長である柏南ロータリークラブの森秀樹様にも、おいで頂いております。本日は、わざわざ有

り難うございます。 

 

今月は米山月間となっております。改めて申し上げるまでもありませんが、米山奨学会は、日本ロータリー

が協同で運営する民間奨学団体で、日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事業を行っ

ております。２０１９－２０２０年度の寄付金収入は、前年度より減少したとはいえ、約１３億３６３２万円

にのぼります。といっても、奨学生の希望が多いため、余裕はないそうです。そして、大学・大学院生の留学

生が対象の代表的なプログラムでは、学部課程で月額１０万円、修士・博士課程では同じく１４万円が最長２

年間支給されます。奨学生は、毎月１回以上、世話クラブの例会に出席し、会員との交流によって日本社会を

知り、ロータリークラブについて学ぶということになっております。おおまかな数字ではありますが、豆辞典

によると２０２１年度で、約８５５名の奨学生がいるそうです。 

奨学生は、奨学期間終了後は学友となりますが、ロータリアンになった米山学友は、約２３９人おられ、ま

た米山学友からの寄付金は累計で３７６８万２９６７円となるそうです。また米山学友会という、元奨学生を

中心とした同窓会組織は、日本に３３、海外に９（台湾、韓国、中国、タイ、ネパール、モンゴル、スリラン

カ、マレーシア、ミャンマー）あるそうです。千葉にも学友会があるそうですから、学友会との交流も国際奉

仕の方で考えてみてはどうかと思いました。 

ロータリーが目指すのは、「平和と国際理解の推進」です。米山記念奨学会事業による米山奨学生が、将

来、日本と世界とを結ぶ「架け橋」となって国際社会で活躍し、ロータリー運動の良き理解者となられること

を期待しております。 

今年度は、コロナ禍で出席もままならない会員もおられますが、先日、米山記念奨学会の織田委員長からも

お話しがありましたとおり、郵便振り込みでのご寄付もできますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

では、江さん、本日の卓話を楽しみにしております。 以上で会長挨拶をおわります。 

    

■ロータリーの奉仕哲学「超我の奉仕」Service above self■ 

 このServiceの意味は人のためにつくすこと。ビジネスでもServiceの心がけはシェルドンの言葉を

借りれば「永続的な顧客を得る道」であり、信用を増して繁栄への道につながる。 

米山月間  経済と地域社会の発展月間 
 

日本独自の強調月間です。クラブはこの月に特別に米山奨学事業の意義を深く認識し、寄

付金を募る活動をします。そのために米山記念奨学生や地区役員・委員の卓話を聞いた

り、さらに奨学生から提供される資料を基にクラブフォーラムを開催した利することが推

奨されています。 
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社会奉仕基金 3,089円 《会報編集委員》 鈴木悦朗・小澤直之・大塚精一・小椋伸也 

的な解決策になる可能性が低いことを考え、社会問題を解決するために生まれる新しい形の企業を研究して

います。この形態は、ソーシャルビジネスと呼ばれています。現在、日本ではこのような企業が急成長して

います。私が途上国の貧困層の雇用問題を解決するために工場を設立した日本企業を例として、そのビジネ

ス展開モデルを研究し、今後の中国のソーシャルビジネスの発展に有効な提案をしていきたいと思います。

機会があれば、日本の会社に働きながら、博士課程でこのビジネスモデルを続けて研究していきたいと思っ

ています。 

  

奨学生になる機会を与えてくれたロータリー米山奨学会には本当に感謝しています。 1年という短い期間で

はありますが、ここでは国籍が違っても、たくさんの友達に出会うことができ、今でも良い交流ができてい

ます。クラブの皆様、特にカウンセラー高橋さんは、食卓のマナーを教えてくれたり、日本の文化や歴史な

どを詳しく教えてくれたり、今まで見たことがない景色もつれてくれました。本当に感謝しかありません。

社会人になるにあたり、今後私に何ができるかについても考えています。卒業後、日本で働きながら、ロー

タリー学友会に参加し、学友会の一員として、日本に来たいと思っている留学生にも、すでに日本にいる留

学生の皆さんにも、ロータリー奨学会の良さを紹介したいと思い、より多くの優秀な留学生がこの家族に加

入することを願っています。また、私が研究している日系ビジネスモデルを中国にも論文を発表したいで

す。そして、学問上に日中の架け橋になりたいと思っています。  

 

ご清聴ありがとうございました。  

 

国際空港での家族写真 
  

この時から江思瑩さんの留学生活が 

スタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本日のニコニコ発表＞                      吉田俊一委員長  

 

本日はありません。   
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最後は、江西省の瓷都「景徳鎮」です。英語で「ＣＨＩＮＡ」、中国が陶磁器の

代名詞ともなったのは、「景徳鎮」から生まれた陶磁器です。古代には、皇帝だ

けがここで陶磁器を使用する資格がありました。「蛍手」として有名な陶磁器

は、光をとおして文様が浮きあがるため、蛍の光にたとえて「蛍手」とよばれま

す。蛍焼ともいいます。半透明になっているため、模様から光がもれます。ま

た、景徳鎮を代表するのが「薄胎」で、紙のように薄いが硬い品質の良い製品

で、「蛋殻磁器」とも呼ばれます。花瓶、茶道具、工芸品など色々な種類があり

ます。景徳鎮で陶磁器を購入する際の秘訣が「看、聴、比、試」。「看」は陶磁

器の上下内外を細部にわたってよく観察することです。光沢、色つやや小穴、黒

点や気泡の有無を確認します。形状が整いか、変形がないを確認します。「聴」

は陶磁器を軽く指で弾いて音を確認することです。音が高くてきれいなものなら、品質が精密で高温で焼き上

げて完成したことになります。音が鈍いものは、亀裂があるか、焼き上げが不完全です。「比」は周りの商品

とよく見比べることです。「試」は蓋付きのものや、いくつかセットになった陶磁器を買うときは絶対に試す

ことです。不良品でないかどうか、その場で試したほうがよいです。 

  

料理について、盆地特有の湿気によって体に籠る熱を飛ばすため、香辛料

（トウガラシや酸味）の効いた料理が多いです。アヒル、魚など自然の素

材をふんだんに使います。辛いといえば、まず思い浮かぶのは四川省や重

慶市などの激辛火鍋が有名なところではないでしょうか。そして、江西省

に近い湖南省の湖南料理は、中国の八大料理の一つとして、スパイシーさ

も非常に有名です。しかし、江西省の辛さは、江西に来たことがある人だ

けに、ここの辛さを味わった人は味がわかると思います。湿気を取り除く

ために唐辛子をよく食べますが、これはおそらく中国の食文化です。チョ

ウテントウガラシを自然乾燥させると、スパイシーな味がより強くなりま

す。料理の時には1～2個しか入れず、多すぎると口の中ではなく、胃袋も

辛くてひりひりします。鴨、豚肉、魚、山菜などにもトウガラシを使って

います。  

 山地では山菜の種類も多く、帰り道で花や山菜を見つけると、家に持っ

て帰って珍味になりました。特産として、寒天によく似た黒糖付け「凉

粉」、モチモチとした食感が特徴の江西米粉、もちろん、とても個性的な

「瓦罐湯」もあります。この大きな陶製の釜のことを中国語で「瓦罐」

（ワーグァン）ということから、このスープは「瓦罐湯」（ワーグァンタ

ン 湯はスープの意味）と呼ばれています。中国のスープは、その多くに

東洋医学的な医食同源の効能があり、使われている材料によってその効能

が異なってきます。小さな壺のような入れ物に材料を入れてフタをかけて、陶製の高さ1.5メートルぐらい大

きな釜に入れて、6時間以上蒸し焼きのようにしてスープを作ります。スープの注文が入ると、釜の中から長

い棒で壺が取り出され、テーブルまで運ばれます。さっき朝ごはんとして先紹介した江西米粉と瓦罐湯を一緒

に食べることが多いです。 

  

こんな小さな田舎で生まれたのに、なぜ日本に来たのかと思う人もいるでしょう。少なくとも私が日本に行っ

た年には、そこから留学に出た人がほとんどいませんでした。私は日本へ留学したいと両親に伝えた時、両親

は大学卒業したから、それ以上の知識を勉強する必要もない、と、許可してくれませんでした。それでも私に

とっては、日本に来ることで以前選べなかったものを学び、漫画や小説でしか出会えなかった新しい世界に出

会え、今まで会えなかった人に出会えるのです。 

 当初、日本での文化習慣など全然わからなかったため、生活が難しかったです。生活費を稼ぐために、朝5

時起きてコンビニでアルバイトをしていました。冬の5時は真っ黒で、空気まで凍えていました。でも、おじ

ちゃん店長や常連様も優しくて、わからないことを詳しく教えてくれました。そのおかげで、日本語も少しず

つ進歩しました。そして、同僚達と仲良くて、一緒にスキーに行くこともありました。故郷では雪はあまり降

らないので、初めてスキー場に行ったとき、こんなきれいな潔白な雪山があるのに感動しました。また、花

見、馬刺し、花火大会、ロータリーアンさんと初の遊覧船、バーベキューなど、新しい世界で多くの初めての

ことに触れて、自分の視野も広げることができました。学業面では、大学院に進学しましたが、企業の経営戦

略について興味を持ち、それについて深く研究したいと思っています。 

 ここからは、私の卒論のテーマについて少しお話したいと思います。私は3年前から中国社会福祉財団を通

して貧困地域の子供たちに昼ごはんの費用を寄付しています。寄付は寄付者の所有意識に依存しており、長期
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＜幹事挨拶・報告＞                        崎谷延好 幹事 
例会変更のお知らせです。 

松戸中央ロータリークラブさんより 

１１月５日(木)は移動例会となります。柏日本閣 点鐘 １２時３０分 

 

１１月１２日(木)の例会は、１１月１０日㈫の５クラブ合同例会に振り替えとなります。 

森のホール２１ 小ホール 点鐘１３時 

 

１１月１９日(木)は移動例会となります。柏日本閣 点鐘 １２時３０分  以上 

 

 ＜お客様紹介＞                      大川隆永会長エレクト 

 

＊米山記念奨学会・地区副委員長 

 柏南ロータリークラブ 森秀樹 様 

 

＊米山記念奨学生 

 江思瑩（コウシエイ）奨学生    

 ＜卓話＞                      江思瑩（コウシエイ）奨学生 

皆さん、こんにちは。 

 私は、千葉商科大学大学院商学研究科二年生のコウシエイと申します。世話クラブは千

葉港ロータリークラブで、カウンセラーは高橋さんです。今日は皆さんの前で私のことに

ついて卓話する機会をいただきましてありがとうございます。 

 今日の卓話のテーマは、自己紹介ですが、出身国のこと、現在研究していることと未来

やりたいことについて、お話しさせていただきます。 

 私は三人家族で、父は公務員で、母は小学校の教師です。一枚目の写真（文面の最後）

は上海の国際空港に撮った写真です。私の留学生活がそこから始まりました。「お母さん

と似てるね」と友達から言われました。両親は本当に仲良しです。そのような環境で育て

た私も幸せです。 

 出身地は中国の江西省の井岡山です。江西省は中国南東の内陸部にあります。省都は南

昌市です。豊かな自然環境に恵まれた江西省は、「魚米之郷」と呼ばれてきました。お

米、お茶、ミカンが有名な農業地帯で、石炭などの鉱物資源も有しています。私たち現在

はほとんど北京語を使っていますが、実際に江西省には7種類もの方言あります。そし

て、隣の村の方言も同じではなくて、父と母が使った方言も全然違うので、通じないとこ

ろも時々あります。また、四季がはっきりしていて、春秋は短く、夏冬が長いです。冬で

も氷点下になることはほとんどありません。1月の平均気温は5℃で、夏7月の平均は27℃

と温和な気候です。小さいときは、扇風機さえ使えない夏も何年過ごしました。 

  

江西省は山紫水明のところで、景色がすばらしいです。風景名勝や文化遺産が

全省各地に分布しています。ここで主な三つの観光スポットを紹介させていた

だきます。まずは「廬山」、江西省北部である山で、標高1543メートル、ユネ

スコの世界遺産リストに世界文化景観として登録されています。以前から「廬

山」の景色を描き詩歌は128首以上にも残りました。その中で最も有名なのは

唐代李白の「飛流直下三千尺、疑是銀河落九天」です。そして、故郷の井岡山

の風景は、もともとは100元札の裏に印刷されていました。 100元は中国で最

大の紙幣で、約1,500円です。そのため、地元の人々から“金の山”と呼ばれ

ています。中国のパスポートの23ページに井岡山は江西省の代表景観として写

真を載せています。 


